
本単元の導入においては，「マッチ棒で正方形の一辺を共有するように

なマッチ棒の本数を求める式を考える」という学習課題に取り組んだ。

を用いてヲその関係が式に表されることを説明できる場を設定し

たいと考えたO そし

計占算（啓林館〉」で，正方JI~：の一辺に並べるゅの数を決めて，ゅの総数を求める式を考える二！＿：
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起を設定した。正O角形と形が変わっても同じような式が成り立つことに気づきヲ 辺に

数をrd固にしたとき，文字や文字の式を活用することのよさを実感できると考えた三た

一変之ると，式が一一通りではなく，多様な考えを引き出すことができると考えたo その｛＠］ノ日j

ら友だちとの共通点や相違点長見出していくことで，それらを関連》づ、けることもできるハそしア m

を家の形に並べふことでッ発展的に考ι一般化が可能であることもこの教科のよさでふる八 『

(3) 11年間で膏てる思考力＠判断力⑩表現力の育成！こ関する学び合う場面の構想、について ） 

数学での学び合いはヲ生徒一人ひとりが白分の考えをもちヲそれを友だちに伝え，自分の者えと

予の考えを比較検討し 9 違いが分かり 9 価値つ、けをすることである。そして，さらに自分の考えにつけ

加えていき，互いに考えを深めラ全体で考えを共有する場であると考えた。そういう

でヲ三様な考えをもとに，豊かに考え学び合う中で間力＠表現力・ ~Pl断力の育成につながると考ズたハ
単冗の導入、ではヲマ yチ棒を正方形に立立てていき，正方形を］個ヲ 2個＇ ＇日 10個としたときらし：

チ棒の総数の求め方を，数えることから式で、考えられるようにしていく o そして 正方形がn1固lこなよ

たときの総数を求める式を文字を使って表すことができるようにしていく。

第 2次から第 4次では，文字式の表し万や計算を通して，文字式についてより深めていく n

5次では，きれいに並べf滑石の総数を求めるために9 図と式を関連日－iJ fJsら9 文字予使って一

般化L，その文字式が表しているものを読むということをねらいとしている。

？？，正三角形の一辺にO@iの碁石を並べたときの総数の求め方を9 言葉や図 式を関連させながら
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を関連させながら考えていくことを大切に L，考える過程で3 一一つの求め方にとらわれず9 他の求

はないかと促していくことでー意欲的に多様な考えを引き出したいと考えた。そして町考え

し9 自分の考えと同じ式lこ同札を貼る。そのとき，字級全仲ではどぼのところにムーられるだろ

ウと予想することで守友だちの考えと比較できるようにするo それぞれの式には意映があり q 考えやす

えやすし1のか‘なぜ多〈の人がこ
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はじめに 3つの 3方陣を比べて考えヲ気づいたことを上記のように発表した。数の並び方に注目した

りη 図形的にとらえたりしながらヲきまりや作り方を見つけた。互いの発表につけ加えをしながら，別

の言い方をする生徒の姿もあった。そして、負の数に数を拡張し， 3方｜障を完成させるという課題を班

で考えることにした。生徒一人ひとりにワークシートを配布し，話し合う内容を明確にしておいてから
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2 展開計画

次 主な学習 時 具体的な学習・内容（＜）印は，学級全体の学び合いの場面）

1 数量を文字で表すこと 1 0マッチ棒で一辺を共有するように正方形を横につくっていくとき，
「マッチ棒は何本必要かな？」 必要なマッチ棒の本数を求める式を考え説明する。

2 ・本数や個数，代金などの数量を文字を使って表す。

2 文字式の表し方 3 －文字式を書くときの約束を理解し，数量を文字を使って表す。
4 －文字式がどのような数量を表しているかを考える。

3 式の値 5 ・文字式の文字に数を代入して，式の値を求める。

4 文字式の計算 6 ・一次式の加法や減法の意味を理解し，計算をする。
文字式の加法・減法 7 ・一次式と数の乗法，除法の意味を理解し，乗法・除法の計算やかっ

文字式と数の乗法・除法 8 このついた式の計算をする。

5 きれいに並べた 9 0正多角形に並べた碁石の総数を求める式から，家の形に並べたとき
碁石の数の求め方を探ろう の総数を文字を使って表す。

10 。文字を使って表した式の意味を説明するO

3 授業の実際

自分たちの考えたことや判断したことを伝え合い，互いに広め，深めていけるような学級全体での

「学び合い」の場を設定したいと考え授業を行った。ここでは，第 5次の第 9, 10時を中心とした実践

を載せる。

( 1）正三角形，正方形の一辺に，碁石をn個並べたときの総数を求める式を考えよう。（第9時）

①具体的な数，一辺に並べる碁石の数を10個として考える。

生徒は数えるのではなく簡単に求めることができないかを考え，式を作って考える姿があった。

各自で，図の碁石を囲みながら，いろいろな考え方で式をつくり，碁石の総数を求めた。 10個という

具体的な数で考えることで，帰納的な考え方につながっていくことができた。

正三角形の場合【生徒の考えた式】ムー＝山間×3-3=27JI
『（10-2）×3+3=27』『10+9+8=27』
など 碁石の総数 27個

正方形の場合【生徒の考えた式】［コ…叩口O×4一4=
『（10 2）×4+4=36』『10+9+9+8ニ 36』

など 碁石の総数36個

②一辺に並べる碁石の数を100個としたら， 1000個としたら・・・と考える。

一辺に10個並べたときの考え方を活用して，同様な考え方でできるという反応であった。類推的な考

えを用いることにつながっていった。

③一辺に並べる碁石の数を n個として考える。

具体的な数を用いて考えたことから，同様な考え

方で，一辺がn個のときも式を考えることができ，

一般イヒの考え方につながっていった。

すでに文字の式について，表し方や四員lj計算を学

習しているので，考えたすべての式をそれぞれまとめると，正三角形が 3n-3，正方形が 4n-4と

なることが確認できた。

これらのことを考察すると，一辺に並べる碁石を具体的な数から考えることで，生徒から「共通性」

「整合性」「一般性」「根拠jなどの数学的な思考に関わる「問い」が生まれた。数学的な考え方におい

ては，きまりを見つけるという帰納的な考え方から，他の数のときも同じように考えられるのではない

かという類推の考え方につなげていくことができた。そして，個数を文字を使って表すことで一般化に

つながり，「いつで、も言えるJという文字式のよさを感じ取ることができた。

生徒たちは多様な考え方で，一辺にn個並んだときの碁石の総数を求めることできたが，どの考え方
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も計算してまとめると答えが lつ「 3n 3 C正三角形）」「 4n 4 C正方形）」になることが確認で

きた。このことから，正五角形になったら，正六角形になったら， ・・・，と条件を変えてきまりを見

つけようとする「発展性Jのある「問い」をもった生徒もいた。

(2）家の形に並べた碁石の総数の求め方を考えよう。（第10時）

前時で文字を使って碁石の総数を表していることから，次に，家の形に形を変えた

図形の一辺に， n個の碁石を並べたときの総数を求める式を，図を使って説明すると

いう授業を行った。

ここでは，碁石の総数を求める式を読む活動を通して，友だちの考えた式に関心を

もったり，比較して価値づけたりするという学び合いをすることで，思考力，判断力，

表現力を育て高め合うことができるのではなし1かと考えた。

①自分の考えたことの妥当性を検討する場

v 多様な考えを引き出すために，十分に考える時間を確保し，一つの考え方にとらわれず，いくつか考

えてみるように促すことで，違った視点から考える姿があった。

【生徒の考えた式】

『6(n-2)+5』『（ 5n-5)+(n-2）』

『（ 4n 4)+(n-l)+(n-2）」

『（ 3n 3)+(4n-4)-n』

『5(n - 1）十（n 2）』 など

『6(n-1）【誤り】』『 6n -5【誤り】』

計算してまとめると 6n -7 

家の形全体に視点をおいて，辺に注目して考える生

徒や頂点に注目して考える生徒，三角形と四角形に分

けて，前時でまとめた式を活用する生徒などがいた。

個別に考えていく中で，図から考えていくと一見式

が正しそうだが，実際は碁石が二重に重なっているこ

とに気がつかないと式を誤ってしまうことが発見でき

たO 図と式とを関連させながら考えることの必要性を

感じ取れたo また，近くの生徒と積極的にかかわり合い，お互いが考えた式を比べたり，考え方のヒン

トをもらったりしながら，さらに考えを深めた生徒もいたO

【生徒Aのワークシート】
い禽附会r－岨棋齢的仇駒山吋 I 

合宮主
－坦に銚可...・軍司島昨’ーとして，

1￥＋持壬2－争：：f.i；：；吋
pu後朝 正.駒 怠惰輔、4

し一一一一一一一一蹄争時で士笠笠

t氏、，，..... J府 {Ji.牛：），｝晴晴附l

·~ t咽

＂＂鳳.破防 a島戎＆轡匁＂＇ / "'-' 

l:t,追起守主 ¥;>4-K'+S 
7 I/' .，.叫す

＂－＂＂込 ,u.ぬ z訓

気温＆

ミ9「S『も＇.. ~ .... 
＝ご，q

【生徒Dのワークシート】

【生徒Bのワークシート】
川叫輔金 i軍内部岨吋恥哨勧和総私め1

4 ザペる竺空？として．

時）6h-7（帆 －＝－r崎｝竺？を釦吋恥

合~：：てこ，，，..... ，割引払問

自民包当
凸ヂγJド‘

【生徒Eのワ一クシ一卜】

一一一一一一一「

合I~ぽ？

【生徒Cのワークシート】

合 r:0：~.げ円飼わ）Q_ポL亀高弘主主花、，，3tとうl怠

？悩晶玉。（bYl可t',;n'll,.う

一次lこ式のみを発表していき，考え方にはふれないようにした。そして，自分の考えと同じ式の所に名

前札を貼り，友だちの考えと比較できるようにした。また，名前札を貼る前に，どの式が多く名前札が

貼られるだろうかと予想させることで，さらに自分の考えと比較できるようにした。
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いくつかの式が発表され，名前札が貼られた式は，多数派「（ 3 n -3 )+( 4 n -4 ) -n」(16名），

「n×6-7 = 6 n -7 J (11名）と少数派「（n-2）× 6+5J (5人），その他（ 1人）という結果と

なった。

②友だちの考えたことの意味を理解する場

発表されたそれぞれの式，つまり自分が考えていない式がどういうことを意味しているのかを各自が

説明していく場を設けた。 【友だちが考えた式を図を使って説明する場】

お互いの考え方を共有していくために，式を発表し

た生徒と碁石を聞み式の説明をする生徒をそれぞれ分

けることにした。また，式が何を表しているかを明確

にしながら，式が読めるようにしていった。

③多様な考え方を比較し価値づけする場
／ 

T：「どの式が一番美しい？」

0 多数派の「（ 3n 3)+(4 n 4) n」について

S 1：考え方として分かりやすい。

S 2：式が規則的で分かりやすい。

0 多数派の「 6n -7」について

S 3：図を見ると重なりがあって分かりにくいけど，

S 4：最終段階

0 少数派の「（n-2）× 6 + 5 Jについて

S 5：図が重なっていないから分かりやすい。

0 全体の式を見て

式を見ると簡単。

S 6：どの式も計算してまとめると，「 6n -7」になるから，

00くんが言った，最終段階になる。

【式を価値づけした板書】

それぞれの式のよさを理由を含めて発表し合い，友だちの説明を聞いて，友だちが考えた式の方がょ

いと思ったら，理由を聞いて名前札を移動できるようにした。そうすると，「 6n -7 Jのところに名

前札を移動する生徒が10名いた。その理由としては，「図は分かりにくいけど，式がまとまっていて，

代入するときの計算が簡単。」「nが一つしかない。」「式が短い。」というような価値づけがなされた。

以上の実践から，授業後の生徒のふりかえりに次のようなことが書かれていた。そこで，算数・数学

科が考える思考力・判断力・表現力を育て高めていくための具体的な方策の 3つの視点に絞って載せる

こととする。

0 生徒の「聞い」についてのふりかえり

「（ 3n-3)+(4 n-4) n Jの方が，考え方的には分かりやすいけど，「 6n -7 Jの方が式的

には簡単で不思議だなあと思いました。

－少人数派の式を見たときに，「どうなっているの？」と思ったけど，考えてみると「なるほどJと

思いました。

・考え方がたくさん出てきて，みんなの考え方も分かったし，自分の考え方もしっかり伝えることが

できてよかったです。他の形になると「どんな規則になっていたのか」と思いました。

0 「表現する」活動のふりかえり

・どの形でも最終段階があることが分かり，式が同じでも，図での表し方が違うことが分かりました0

・式だけ見るとよく分からなくなるけど，図で表したら分かりやすくなります。

－式だけを書いてみると，碁石が2っ重なっているのに 1つしかヲlいてなかったけど，図に描いてみ

ると簡単にまとまって意味が分かりやすかったです。分からないときは，図を描いて考えたいです0

・文字式は図の式にも当てはめることができると知ってとても驚きました。文字式は何にでも使える

からとても便利だと思いました。
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0 「学び合Lリのふりかえり

・みんなで考えると，たくさんの考え方が出てすごかったですO 僕は「6n-7」がきれいな式だと
思いました。シンプルイズベストです。

・いろいろな式があり「こんなに？」と驚きました。同じ答えになる式でも「 5n 5」と「（n-

1 ）× 5」では意味が違うことを知りました。きれいな式は美しいと思いますゐ

・私は「（ 3n-3）十（ 4n-4)-n」が一番分かりやすかったで、す。「6n－；」は式が簡単で、も図

が難しいので大変です。私は，式より考え方重視です。

・私が最初に考えた式は，「（ 3n-3)+(4 n-4)-n Jだったけど，友だちの考え方zを聞いて，

「6n -7」をしてみたら，図を考えるのはややこしいけど，式がとても簡単で私がこれhが一番い
いと，思いました。

・「n×6-7」も短くて分かりやすいのですが，個人的には「（n -1）× 3+(n-1）× 4 -n:」の

00さんが言った式が，学習したことを分かりやすく使っていて，この式がょいと思いましたo

・僕は最初は，「（n-2）× 6 + 5」だったけれど，「 6n -7 Jの方が求めやすいし，代入したとき

の計算が簡単になるということに気づきました。

0 感想

・人の式を読むことは大切だと思いましたo なぜかというと，それぞれの考え方には個性があって，

人の式を考えることで，自分の考えも深まるし，内容もきちんと理解できるからです。

・人の考えを確かめることが，いろいろな考え方が分かることになるので、大切だと思い与したハ

・自分の考えは少ししかなかったけど，みんなで意見を出し合うと，たくさんの考え方があるん；：＇ tJ. #, 

と思いました。視野が広くもてたのでよかったですo いろんな意見があっておもしろかったですり

・私が考えた式以外にもいろいろな考え方があってび、っくりしました。一人だけでなく，みんなでミ

見を出し合うことでいろいろな考え方が生まれるんだと思いました。話し合いは大切だと思います0

・自分Tみんなの発表してくれた考えで，自分が 1番分かりやすい！！と思う考え方を見つけましたn

この前の授業の三角形，四角形の考え方もそういえば同じようなやり方が 1番よかったと思います？

・説明してくれたらよりよく分かって，とても楽しく学習することができましたo また，人に聞いJ
自分の式が間遅えていたことに気づくことができてよかったし，考えるのが楽しかったですO

4 成果と課題

単元を通して，式を読む活動を繰り返し行ったo その学習の中で，自分の考えた式ではなく，他の生

徒が考えた式を読むことで，数学的な思考と関わる「問い」が生徒から生まれ，それを教師がつなげて

いくことで，根拠を示しながら説明しようとする学び合いのきっかけづくりができたことが，生徒のふ

りかえりからも伺える。また，自分の考えにはなかった式なので，興味関心をもって取り紐むことがで

き，他の生徒の式を読むという活動が有効であったと思われるO

説明するときには，その人がど、のように考えたのかという発想の説明，なぜそうなるのかという根拠

の説明が必要となる。そして，全体に広げていくためには，イ也の人に対して正確に読みやすいよ弓に

具体化・記号化・数量化・図形化していくことが大切であり，生徒は図と式とを関連させたり，色をみ

けたり，言葉をつけ加えながら説明することができるようになった。

それぞれの式を価値づける手立てとして，名前札を貼るということを行ったが，自己肯定感を味わえ

るだけでなく，数学的感性をみがくことにつながる。また，どの式が多く貼られるかあらかじめ予想し

たことで，式に対する思いをより引き出すことに有効であった。最終的に，ふりかえりにもあるようにー

それぞれの式のよさを認め，自分の考えと比較しながら思考が深まったと思われるn ， 

今後の学習においても自分の考えにないもののよさを認めることで，「学び合ぃjの場が「自分の考え

を検討する場」から「発展性やよさを認める場」になり，生徒の実態に合わせて，より高い価値の学び合

いの場を設定していくことをめざしたい。 （文責光森千修）
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